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　　i

ま　え　が　き

　本書は，電気回路の理解を深めるための総合的な例題・演習問題集です。姉

妹書である「ポイントで学ぶ電気回路―直流・交流基礎編― 1）†」および「ポ

イントで学ぶ電気回路―交流活用編― 2）」の内容に沿った章構成にしています。

　しかしながら，標準的な内容で，電気回路で学ぶ範囲を網羅していることか

ら，独立した例題・演習の問題集として学べるようにしています。そのため，

電気工学の分野だけでなく，電子工学や情報通信工学の分野などにおける電気

回路の学びにも適しています。

　本書は，以下に示すような特徴を有しています。

　（ 1） 電気回路を十分に理解するためには，一般に数多くの例題・演習問題

を解く必要があるため，十分な量の良問で構成しました。

　（ 2） 多くの執筆者で構成することによって，幅広い観点から，示唆に富ん

だ演習問題を用意しました。

　（ 3） 各章の初めに「学修のポイント」として，何が学べるかを示しました。

また，問題を解く際の手助けになるように各問題ごとに「解法のポイ

ント」を，例題では各問題の直後に示し，演習問題では巻末の解答の

前にまとめて示しました。

　（ 4） 初学者の理解を容易にするため，解答は途中でつまずかないよう出来

るだけ詳しく示しました。また，問題によっては別解答も示しました。

　（ 5） 重要な公式などは姉妹書 1），2）に「ポイント」として示し，詳しい説

明をしているので，本書には記載しませんでした。

　本書が電気回路を学ばれる皆さんにとって，十分な理解を得るための一助に

なれば幸いに思います。

　最後になりますが，日頃からお気遣いいただいている株式会社コロナ社に深

く感謝申し上げます。

　2016年 7月

 編　著　者　
　†　肩付き数字は，巻末の参考文献番号です。
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　例題と解法・演習問題　　　1

学修のポイント―

　直流回路におけるオームの法則，抵抗の直列・並列接続，および電力・電力

量などや，直流に対するコンデンサの働きなどについて説明することができる。

例題 1.1

　例図 1.1において，起電力 Eが 1.5 V，抵抗

Rが3Ωであるとき，流れる電流 Iを求めなさい。

解法のポイント 　オームの法則を理解し，使うことができる。

【解法】　オームの法則より，電流 Iは

　　　I＝
E
R
＝ 1.5

3
＝ 0.5 A

例題 1.2

　例図 1.2において，起電力 Eが 18 V，

抵抗 R1，R2，R3が順に 20，30，40Ωであ

り，直列に接続されている。全体の合成抵

抗 R，回路を流れる電流 I，各抵抗の端子

電圧 V1，V2，V3を求めなさい。

例図 1.1

E R

例図 1.2

E R2

R1

R3

直　流　回　路

例題と解法・演習問題
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2　　　1.　直 流 回 路　

解法のポイント 　抵抗が直列に接続されている場合の電圧・電流の関係が理

解できる。

【解法】　合成抵抗 Rは
　　　R＝ R1＋ R2＋ R3＝ 20＋ 30＋ 40＝ 90Ω
である。このとき，電流 Iは

　　　I＝
E
R
＝ 18

90
＝ 0.2 A

である。したがって，各抵抗の端子電圧は
　　　V1＝ R1I＝ 20× 0.2＝ 4 V

　　　V2＝ R2I＝ 30× 0.2＝ 6 V

　　　V3＝ R3I＝ 40× 0.2＝ 8 V

である。確認すると
　　　V＝ V1＋ V2＋ V3＝ 4＋ 6＋ 8＝ 18 V

例題 1.3

　例図 1.3 において，起電力 E

が 18 Vであり，3個の抵抗 R1＝

20Ω，R2＝ 30Ω，R3＝ 40Ωが

並列に接続されている。全体の合

成抵抗 R，全電流 I，各抵抗を流

れる電流 I1，I2，I3を求めなさい。

解法のポイント 　抵抗が並列に接続されている場合の電圧・電流の関係が理

解できる。

【解法】　合成抵抗 Rは

　　　 1
R
＝ 1

R1
＋ 1

R2
＋ 1

R3
＝ 1

20
＋ 1

30
＋ 1

40
＝ 13

120

であるから，R＝ 9.23Ωとなる。したがって，全電流 Iはオームの法則から

　　　I＝
E
R
＝ 18

9.23
＝ 1.95 A

となる。各抵抗を流れる電流は，それぞれの抵抗にかかっている電圧がいずれも
18 Vであるから

I

I1 I2 I3

E R3R2R1

例図 1.3コ
ロ
ナ
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　例題と解法・演習問題　　　3

　　　I1＝
E
R1
＝ 18

20
＝ 0.9 A，　I2＝

E
R2
＝ 18

30
＝ 0.6 A，　I3＝

E
R3
＝ 18

40
＝ 0.45 A

となる。検算してみると，I1＋ I2＋ I3＝ 1.95 Aとなり，全電流と一致する。

例題 1.4

　4 個の抵抗 R1＝ 10 Ω，R2＝ 20

Ω，R3＝ 30 Ω，R4＝ 40 Ωが例図

1.4のように接続されている。全体

の合成抵抗 R，全電流 I，R1 と R3

を流れる電流 I1，R2と R4を流れる

電流 I2を求めなさい。ただし，起

電力 E＝ 24 Vである。

解法のポイント 　抵抗が直並列に接続されている場合の電圧・電流の関係が

理解できる。

【解法】　抵抗 R1と R3は直列であるから，R1＋ R3＝ 10＋ 30＝ 40Ωであり，抵抗
R2と R4も直列であるので，R2＋ R4＝ 20＋ 40＝ 60Ωである。したがって，合成抵
抗 Rは（R1＋ R3）と（R2＋ R4）とが並列であるから

　　　 1
R
＝ 1

R1＋ R3
＋ 1

R2＋ R4
＝ 1

40
＋ 1

60
＝ 1

24

より，R＝ 24Ωとなる。したがって，全電流 Iは，オームの法則より

　　　I＝
E
R
＝ 24

24
＝ 1 A

である。R1と R3を流れる電流 I1は

　　　I1＝
E

R1＋ R3
＝ 24

40
＝ 0.6 A

同様に，R2と R4を流れる電流 I2は

　　　I2＝
E

R2＋ R4
＝ 24

60
＝ 0.4 A

　検算として，I1と I2の和を求めると，I1＋ I2＝ 0.6＋ 0.4＝ 1 Aとなり，全電流 I

と一致することが確認できる。

例図 1.4

I

I1 I2

E

R2

R4

R1

R3
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4　　　1.　直 流 回 路　

例題 1.5

　電圧 100 Vで消費電力 800 Wのヒータがある。定常状態での抵抗 R，電

流 Iを求めなさい。

解法のポイント 　抵抗で消費される電力と電圧・電流の関係が理解できる。

【解法】　抵抗 Rは，電圧 Vと消費電力 Pとの関係から

　　　R＝
V2

P
＝ 1002

800
＝ 12.5Ω

流れる電流 Iは

　　　I＝
V
R
＝ 100

12.5
＝ 8 A

例題 1.6

　静電容量 C1＝ 2 µF，C2＝ 4 µFのコンデンサ 2個を直列に接続した。

全体の静電容量 Cを求めなさい。

解法のポイント 　コンデンサを直列に接続した場合の静電容量が理解できる。

【解法】　直列に接続したときの全体の静電容量 Cは

　　　 1
C
＝ 1

C1
＋ 1

C2
＝ 1

2
＋ 1

4
＝ 3

4

から，C＝ 1.33 µFになる。

例題 1.7

　〔例題 1.6〕のコンデンサを並列に接続したときの全体の静電容量 Cを

求めなさい。

解法のポイント 　コンデンサを並列に接続した場合の静電容量が理解できる。

【解法】　並列に接続したときの全体の静電容量 Cは

　　　C＝ C1＋ C2＝ 2＋ 4＝ 6 µF

コ
ロ
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　例題と解法・演習問題　　　5

例題 1.8

　静電容量 C〔µF〕のコンデンサが 3個ある。これらのコンデンサを 1～

3個使ってできる静電容量の大きさをすべて求めなさい。

解法のポイント 　コンデンサを直列や並列に接続した場合にできる静電容量

が理解できる。

【解法】　コンデンサ 1個の場合，C〔µF〕のみ。

　コンデンサ 2個の場合，直列接続して
C
2
〔µF〕，並列接続して 2 C〔µF〕。

　コンデンサ 3個の場合，直列接続して
C
3
〔µF〕，直並列接続して， 2

3
C〔µF〕と

　 3
2

C〔µF〕，並列接続して 3 C〔µF〕となり，合計 7通りの大きさの静電容量がで

きる。

演 習 問 題

〔1.1〕　抵抗 R1と抵抗 R2を直列につなぎ 0.5 Aの電流を流すと，それぞれの抵抗の
電圧降下が 30 mVと 170 mVであった。抵抗 R1と抵抗 R2の値を求めなさい。また，
回路の合成抵抗 Rを求めなさい。

〔1.2〕　抵抗 R1と抵抗 R2を並列につなぎ 5 Vの電圧を印加すると，それぞれの抵抗
に電流 0.4 Aと 1.5 Aが流れた。抵抗 R1と抵抗 R2の値を求めなさい。また，回路
の合成抵抗 Rを求めなさい。

〔1.3〕　抵抗 R1と抵抗 R2を並列につなぎ 5 Vの電圧を印加すると，それぞれの抵抗
に電流 0.4 Aと 1.5 Aが流れた。それぞれの抵抗のコンダクタンス G1とコンダクタ
ンス G2の値を求めなさい。また，回路の合成コンダクタンス Gを求めなさい。

〔1.4〕　電源電圧 E＝ 120 Vに，3個の抵抗 R1＝ 10Ω，R2＝ 5Ω，R3＝ 15Ωが直
列に接続されている。以下の問いに答えなさい。
　（ a）　回路の合成抵抗 Rを求めなさい。
　（ b）　回路に流れる電流 Iを求めなさい。
　（ c）　抵抗 R1，R2，R3における電圧降下 V1，V2，V3をそれぞれ求めなさい。

コ
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